
 

◇金田弘明 様（｢心を育てる会｣委員長）【継続】 

◇木村健二 様（北光町内会長）     【継続】 

◇星 道博 様（見山西町内会長）    【継続】 

            ※尚、「学校評議員制度」は今年度で廃止となります。 

 

 

 

 

 

 

 

有意義な時間の過ごし方 

校長 瀬 川  恵 

７６日間の一学期の教育活動が本日で終了し、子どもたちが夏休みの楽しい計画に胸を膨らませ

ながら元気に家庭や地域に帰っていきます。コロナ禍の中で日常の生活や教育活動に対する制約が

続いていますが、一学期中の本校の教育活動に対する保護者・地域の皆様のご理解とご支援に深く

感謝申しあげます。 

 さて、明日から２７日間の長い「夏休み」（７／２９～８／２

４）がはじまります。時間を有効に使って普段できないことに

挑戦してもらいたいです。たとえば、教科書に出てきた人物の

伝記を読む、北海道ゆかりの人物を調べてみる、バットの素振

りを毎日１００回する、縄跳びの新しい技を覚えるなどいろい

ろなことができそうです。お子さんと向かい合い、２７日間の

休み中にできそうなことにチャレンジさせ、支援していただき

たいと思います。 

 また、夏休み中は、地域の方々と出会う機会も多くなります。元気な明るい挨拶を基本とした生

活も送ってほしいと思います。 

 さらに、親子で共有する時間も大切にしていただきたいと思います。本を読む時間を共有した

り、一緒に散歩したり、保護者の方の子どもの頃の夢をお話ししたりと、そんな時間もつくってい

ただければ、子どもたちの新たな発見が生まれると思います。では、交通事故や水の事故、病気や

ケガにも気をつけさせ、子どもたちの夏休みを楽しく充実させてください。 

２学期もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

☆夏休み中の「学校閉庁日」について☆ 
夏休み期間中、下記の通り「学校閉庁日」を設定させていただきます。 
〇学校閉庁日  ８月１０日(水)・１２日(金)・１５日(月)・１６日(火) ４日間 

  ※ 学校閉庁日は職員が不在となります。 
尚、緊急時の連絡は苫小牧市教育委員会（℡３２－６７３９）にお願いいたします。 

 

 令和４年度 苫小牧市立北光小学校 

学校だより №５ 

令和４年７月２８日発行 

○学校教育目標  ２１世紀を力強くともに生きぬく児童の育成 ～かしこく ただしく たくましく～ 

○８・９月の重点指導目標 自分からあいさつをしよう 

３名の方々には、日常の子どもた

ちの様子を見ていただきながら、本

校の教育活動に対するご意見を伺

います。 



「千羽鶴」に平和への願いを込めて 

 苫小牧市非核平和都市条例施行２０周年記念

として、「ヒロシマ原爆資料展」が苫小牧市文化

交流センター（アイビープラザ）で７月３０日

（土）～８月２１日（日）まで開催されます。 

 市内小中学校でつくられた千羽鶴が平和への

願いを込めて飾られます。 

 北光小学校でもたくさんの子どもたちの協力

で完成しましたので、ご紹介します。 

 

８・９月の行事予定 

・８月２５日（木） 

 ２学期始業式 

 ※全学年５時間授業、給食あり 

 

・９月６日（火）～７日（水） 

 全学年５時間授業 

 ※前期評価日のため 

 

・９月２７日（火）～２８日（水） 

 ６年生修学旅行 

 ※９月２９日（木）回復日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「通知表の配付」と「ぐんぐんタイム」 

苫小牧市内の全小学校共通の取組として年

２回（１０月、３月）の通知表配付を行って

います。１学期終業式は通知表を持ち帰りま

せん。 

また、今年度より夏休みの最初の２日間の午

前中に行っていた長期休業のサポート学習「ぐ

んぐんタイム」を実施しません。すでにお伝え

している通り、児童の登校日の放課後では設定

できない教員の研修を計画し、「子どもたちへ

の教育の質の向上」のために活用させていただ

きます。 

 

夏休みの感染対策について 

 夏休み中も、新型コロナウイルスの感染状況

を速やかに把握するためにも、お子さんや同居

するご家族が抗原検査・ＰＣＲ検査等を受検す

る際は学校へご連絡をお願いします。 

※夏季休業期間の電話応対は 8：00～16：30 とさせ

ていただきます。 

 また、夏を健康に過ごすためにも「暑い」「苦し

い」と感じたら、無理をせず、すぐにマスクをはず

すこと、その際は、人と距離を取って会話をしな

いことについて、ご家庭でも子どもたちへの声掛

けをお願いします。 

 熱中症防止の観点から、夏場は特に、屋外の

「着用の必要はない場面」では、マスクをはずす

ことが推奨されています。 

しかし、暑さや息苦しさには、個人差がありま

す。それだけではなく、重症化リスクがあるご家

族がいる人は、感染がこわくてマスクをはずした

くないかもしれません。 

 人目を気にせず、自分の判断でマスクを着脱

できる力を、学校・家庭でも実践して身に付けさ

せていきましょう。 


